
土地の成り立ちを読む 
 
 地形の起伏には秘密があります。わたしたちの周りに広がる風景の中には、そうなった

理由が隠れていて、それをきちんと読み解くことで、土地の特性を知ることができます。

それは、その土地特有の様々な自然現象を理解し、そこで起こりうる自然災害を予測する

のに役立ちます。 
 私たちの先祖は、厳しい自然条件の中で生き抜き、文明を起こし、文化を伝えてきまし

た。人類の歴史の背後には自然の大きな流れがあり、何度も大きな災害に見舞われながら

も、自然をうまく利用して生き抜くすべを編み出して、現代の都市や文明社会が成立して

います。 
 日本は自然の恵みと災害とが集中している場所です。私たちが土地の上に住み、水を飲

み、大気を呼吸して、生物を食べて生きていく以上、自然のしくみと無関係ではあり得ま

せん。健康で安全な生活を送る上で、自然のしくみを知ることには本質的な価値がありま

す。 
地学のリテラシーとは、突きつめてしまえば、目の前に広がる風景、様々な地球の姿か

ら、巨大な時空間スケールで生起する現象をイメージする能力といえます。ここでは、身

近な土地の風景から何が読み取れるのか、動かないように見える大地の動き、地球の変動

がどのように地形に反映されているのかを見ていきましょう。 
 
１）地球が球であること 
 
わたしたちは地球の上で暮らしています。地球が球であることは、いまから 2000年以上
前のギリシャ時代には、すでに夏至の日の太陽高度の場所による違いから確かめられてい

ました。いまでは、気象衛星の画像で毎日地球の形を確認できますし、アポロ計画で宇宙

飛行士が撮った、月面からの地球の写真でも、確かに丸くなっています。 
地球が丸いというのは、万有引力によるものです。地球の中心に向かって一様に力が働

くので、表面に凸凹があったとしても、中心からの距離が一様になるように、力が加わり

ます。でっぱりの部分は、その重みでつぶれやすく、へこみの部分は、浮き上がりやすい

わけです。地球ができた頃は表面が融けていて、真ん丸の形になりやすかったものと想像

されますし、固い岩石でできている現在の地球も、何万年もの時間をかけるとゆっくり変

形します。その結果、現在の地球は半径 6370km の球に非常に近いなめらかな形をしてい
て、高いところ、低いところをとっても 10km程度の凸凹しかありません。直径 1.2mの地
球儀で表すと、ヒマラヤ山脈も、シャープペンシルの芯２本分、1mm以下のでっぱりにし
かならないのです。 
 どこまでも続く大平原、砂漠、そして海洋。わたしたちは地球表面に対して、平らなイ

メージを持ちますが、それは実際には地球という天体がつくる球面の一部であるわけです。



しかし、わたしたちの日常生活では、大地は平面であると思って特に差し支えはありませ

ん。わたしたちの生活空間に対して地球は充分に大きいので、球面の一部であることを地

上で肉眼的に認識するのは非常に難しいのです。 
 
・地球の層構造 
 
地球は中心部分を金属鉄の核、その周りを岩石でできたマントルが囲み、表層部分は地

殻と呼ばれる、マントルよりも密度の小さい岩石でできています。その地殻の上に、海水

が載っていて、さらには大気が覆っています。 
地球の表面は、7割が海洋、3割が陸地です。ですから、地球の表面の大半は海水で覆わ
れていることになります。水は低いところにたまりますから、地球の表面のへこんだとこ

ろ、窪地の部分を海洋が埋めていることになります。海洋をつくる海水は、平均 4kmほど
の厚み（深さ）があります。 
海洋が覆っていない、陸地部分は、地球表面の高いところです。地球に陸地が存在する

ことは、大陸地殻の存在と関係があります。固体地球の表層をつくる地殻には、海洋地殻

と大陸地殻の 2 種類があり、海洋地殻は密度の大きい岩石が 5-10km と薄くできていて、
一方、大陸地殻は平均 35kmほどの厚みの密度の小さい岩石でできています。大陸地殻も、
海洋地殻も、その下のマントルの上に浮いた構造になっています。大陸地殻の方が厚く、

密度が小さいので、より高い位置に上面を浮かばせることになります。そのため、海水の

上に大陸地殻の表面が顔を出すことができます。これが、主要な大陸や島々が海の上に存

在する理由です。もし大陸地殻がなければ、地球の表面は平均 2800mの水深で海洋が表面
を覆ってしまい、陸地はほとんどない、水惑星になってしまいます。 
地球表面の凸凹は、海洋の中も議論すべきなのですが、海水に隠されているので、わた

したちからは、地形の様子や、そこで何が起きているかを容易には見ることができません。

へこみが埋められ、出っ張りが削られるというのは、海の中でも同じなのですが、ここで

は、陸地に見られる地形に絞って話を進めましょう。 
 
・山脈のできかた 
 
 ヒマラヤ山脈やアルプス山脈に見るように、大規模な山脈が陸域には存在します。日本

列島にも 3000mに達する急峻な山々が存在します。また、富士山のように孤立した高い峰
もあります。孤立した山々の多くは火山ですが、火山には様々な形態のものがあります。 
 陸地に山脈が生じる理由のひとつには、大陸同士の衝突があります。ヒマラヤはインド

とユーラシアの衝突、アルプスはヨーロッパとアフリカの衝突で生まれました。地球の表

面はプレートと呼ばれる単位でゆっくり動いていますが、プレートの境界で互いに押し合

うところには、地殻が押されて変形し、分厚くなって山脈ができることもあります。日本



列島は 4 枚のプレートの押し合う場にあり、その結果、国土面積の 8 割が山地になってい
ます。 
 
２）山から海へ 
 
 山地のように、高いところにあるものは不安定です。きっかけがあれば、低いところに

転がり落ちようとします。岩山のままでは落ちることは難しいですが、長い時間をかけて

風雨にさらされて岩石をつくる鉱物の一部が分解・溶解したり、温度変化による膨張収縮

を受けたり、さらには植物の作用などにより、岩石は破片になっていきます。破片になっ

た岩石は、雨や風で転がり落ちることができます。そうして、岩石の破片は川の水で下流

に運ばれていきます。大陸の内部では風によって砂が運ばれたり、寒冷な土地では氷河に

よって運ばれることもあります。 
 こうしてできた岩石の破片は、大きさによって分類されます。直径が 2mm以上のつぶを
礫（れき）、2mm～1/16mmの粒子を砂、1/16～1/256mmの粒子をシルト、1/256mm以下
の粒子を粘土と呼びます。また、これらが集まり固まってできた岩石は、それぞれ礫岩、

砂岩、シルト岩、粘土岩と呼びます。シルト岩と粘土岩はまとめて泥岩と呼ばれる場合も

あります。 
 川の上流には礫が多く、下流には砂やシルト、粘土が多くなります。これは、川の流速

が速いほど大きな粒子を運べるからです。また、通常の川と、増水時の川では流速が異な

るので、ふだん河原にある礫は安定していて、見ている前で動くことはありませんが、増

水時には下流に向かって押し流され、移動し、また互いにぶつかって摩耗していきます。

こうして運ばれた様々な大きさの粒子は、最終的に低いところにたまって、安定します。

多くの場合、それは海の底です。なぜなら、地球の低いところには海水がたまっているか

らです。地層が海の底で形成されることが多いのは、そういう理由があります。 
 何億年も経つと、山々は雨風で風化し、川の水に削り尽くされ、低く平らになってしま

います。そしてその分の土砂が海底を埋めます。そうすると、地球は凸凹の少ない、平ら

な表面になってしまいそうです。けれども、地球には新しい山脈が生まれ、火山が生じて、

また高いところができていきます。それは地球が内部に熱を持ち、活動し続けている天体

だからです。 
 日本列島は、そのような地球の活動の最前線にあたるところです。関東地方の南西部、

東京や横浜の大都市も、多摩川や相模川の上流の山々から運ばれた、礫や砂、シルトや粘

土が土台をつくっています。そして、富士や箱根といった火山からの噴出物などが、赤土

として表面を覆っています。 
 わたしたちが生活する土地は、このような大規模な地球の営みの中でつくられ、維持さ

れています。地球による、高いところを削り、低いところを埋める作業は、いまこの現在

も黙々と続いているのです。 



 
 
３）平らな地形は水がつくる 
 
砂浜の海岸で、砂のお城をつくったり、砂の壁をつくってみた経験はありませんか？ 砂

は乾いた状態か、少し濡れた状態では、高く積み上げて固めることができます。けれども

海の波が来て濡れると、それだけでぐずぐずと崩れてしまいます。あるいは、海水の中で

砂を積み上げようとしても、さらさらと崩れてしまって、積み上げることができません。 
砂などを積み上げて、安定にたまることのできる限界の角度を安息角といいます。それ

は粒子の大きさや形状、質によりますが、空気中では多くの場合 30度～45度くらいと考え
られます。それに対し、水中では粒子に浮力が働いたり、摩擦が小さくなるため、安息角

が低下します。 
さらに、海岸や河床では常に水が動いているので、運ばれてきた砂などの粒子がたまる

ときに、低いところを埋めて、高いところは削られ、ならされることが起きます。そうす

ると平坦面が広範囲につくられます。 
いま陸上になっているところでも、平らな地形が広がっている場合は、それはかつて河

川あるいは海によって平らにならされた痕跡であることが多いのです。 
 
・海のつくる平坦面 
 
海の波が当たる岩場では、波の力によって岩が削られ、長い間に崖ができます。これを

海食崖といいます。一方、波の力は水面下にはあまり及びません。そのため、一定の水深

以下では浸食が進まず、岩が残されます。こうして岩場が平らに削られて残っていること

が多く見られます。これを海食台（波食台）といいます。海面が低下したり、土地が隆起

したりすることで、このようにしてできた海の平坦面が陸上に露出して、広く平らな地形

が現れることがあります。これを海岸段丘（面）といいます。関東地方の広い範囲で、海

岸段丘面が台地面として発達しています。大宮台地、下総台地、常総台地などがその例で

す。横浜周辺や三浦半島に発達する台地も、かつての海底でつくられた平坦面のあとで、

海岸段丘であるといえます。 
 
・川のつくる平坦面 
 
川は上流から下流に水が流れるだけでなく、砂やレキ、シルトや粘土など、大きさが異

なる粒子を下流に運んでいきます。川の水が澄んでいるときには、このような運搬はほと

んど行われていません。川の水が濁っているときに、粒子の移動が起きています。ふだん

は河床や河原にたまっている粒子が、洪水の際に、一気に移動していきます。流速が大き



いほど大きな粒子を運ぶことができるので、洪水の際の速い流速が、粒子を運ぶのには好

都合なのです。洪水のたびに川は流路を変えて、レキや砂を堆積し、あるいは、より下流

に運んでいきます。ふだんは水の流れていない河原も、増水時には濁流が埋めつくし、レ

キや砂を運んでいきます。こうして河原はならされ、広い範囲に平坦な土地がつくられま

す。 
もし、河川のまわりの土地が隆起したり、海面が低下すると、河原を深く掘りこんで川

が流れるようになり、それまで河原であった土地が、高台となって残ることになります。

これを河岸段丘（面）といいます。あとで述べますが、東京の武蔵野台地と呼ばれる高台

の大半は、多摩川の河岸段丘としての性格を持っています。 
 
・河口にできる土地 
 
川が洪水の際に運んでくる砂などの粒子は、川が海に出るあたりで流速が低下し、運び

きれなくなって置き去られ、そこにたまることになります。そのため、川の河口付近には

自然の埋め立てが進行し、三角州や海岸平野のような土地ができます。人工の埋め立て地

の是非はともかく、人間が埋め立て地をつくる以前から、河口部では自然の埋め立てが進

行していたのです。 
海面が上昇すると、それまで河川の流路だった谷に、海水が進入することになります。

それまでずっと下流の方で堆積していた粒子が、海面の上昇で河口の位置がさかのぼって

きたことにより、もっと上流側でたまるようになり、それまでの川の流路を埋め尽くして

いきます。こうして、海面が上昇するときには、それまでに形成されていた谷が埋め立て

られて、おぼれ谷という構造をつくります。また、それまで川の流路だった広い範囲に平

坦な土地がつくられます。東京の下町低地（東京低地、荒川低地、多摩川低地など）は、

このようにしてつくられた土地です。いわゆる軟弱地盤というのは、このような土地ので

きかたと関係があります。 
 
 
４）東京の地形のなりたち 
 
 東京の土地は、海と川が、ここ数十万年にわたる氷期－間氷期の海面変動のなかで、そ

の土台の形を作ってきました。そして近隣の火山群からの火山灰や、遠く大陸からの黄砂

が、仕上げの赤土をまぶし、わたしたちの住む土地を形成しています。そのしくみを地形

からよみとり、また実際に目にすることのできる証拠を探してみましょう。 
 
まず、東京周辺の地形を大きく眺めてみましょう。（図＊） 
東京の西部には、奥多摩の険しい山々がそびえています。また、八王子から町田から多



摩丘陵が横浜北部に向かって続いていて、多摩川を挟んで狭山丘陵が同じような高度で続

いています。奥多摩の山々の南側には丹沢山地が連なり、その西には、箱根火山や富士火

山が並んでいます。東京都の面積の大半を占めるのは、奥多摩の山地を抜けて青梅から南

側に流れ出す多摩川がつくった武蔵野台地です。武蔵野台地は北側と東側を荒川で切られ、

南側は多摩川が削っていて、それぞれの川沿いに広がる低地に接しています。横浜の北部

は多摩丘陵の一部ですが、横浜駅の周囲の高台も含めて、これらは何段かに分かれた海岸

段丘です。横浜には鶴見川を別にすると、大きな河川がありません。多摩川の削った河岸

段丘と、相模川が削ってつくった河岸段丘に挟まれた、削り残しの土地が、横浜の高台の

地域だと考えることができます。横浜の海岸段丘はそのまま三浦半島に続いています。 
海岸段丘や河岸段丘の段丘面は、河原や海岸から離れて時間が経つと、湧き水がつくる

小さな川が谷を刻み、平坦だった面に次第に複雑な谷が入って、もともとの平坦面が切れ

切れになっていきます。多摩丘陵は数十万年前の平坦面が陸化しているので、谷も深く複

雑に入りくんでいます。それに対して、数万年前まで河原だった、多摩川や相模川の河岸

段丘は、なだらかな地形を示しています。１万年前からの海面上昇で埋め立てられた低地

は、標高が低いこともありますが、ほとんど起伏がなく、まっさらな平坦面を形作ってい

ます。 
 




